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さいたま新都心管理運営費
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030302　埼玉の成長を支えるまちづくり
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さいたま新都心管理運営費

１　事業の概要

ふれあいプラザ等の管理運営を行い、外来者の利便性を

確保するとともに、安全で快適な都市空間の形成を実現

する。

（１）ふれあいプラザ等運営費　　　　　 6,927千円

（２）まちづくり推進協議会負担金　　　　 520千円

２　事業主体及び負担区分

・ふれあいプラザ　事業主体：さいたま市

　　　　　　　　　負担区分：県・さいたま市

・管理費　　　　　事業主体：埼玉県

　　　　　　　　　負担区分：県10/10

３　地方財政措置の状況

なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

・9,500千円×0.5人＝4,750千円(0.5人分）

・組織の新設、改廃等なし

５　事業説明
（１）事業内容：
　　ア　ふれあいプラザ等運営費　さいたま市が運営するさいたま新都心ふれあいプラザの管理運営
　　　　　　　　　　　　　　　　に係る経費の一部について、県が負担を行う　　　　　　　　　　　6,927千円
　　イ　まちづくり推進協議会負担金　さいたま新都心まちづくり推進協議会の構成員としての負担金　　520千円

（２）事業計画：
　　安全で快適な都市空間の形成のために、防災・防犯などの安全面はもとよりバリアフリー、にぎわい創出などの来街
　　者の利便性にも配慮しながら、さいたま新都心にふさわしい都市管理及び街の運営を行っていく。

（３）事業効果：
　　ふれあいプラザ等の管理運営による来街者の安全性・利便性の向上。良好な景観の形成・維持や都市管理はもとより
　　さいたま新都心の街としての活性化につながる。

（４）県民・民間活力、職員のマンパワーの活用、他団体との連携状況
　　さいたま市と連携して、ふれあいプラザ・まちづくり推進協議会の運営を行っている。

(単位：千円)

分野施策


